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は
じ
め
に 

本
稿
は
、
安
部
家
を
藩
主
と
し
た
譜
代
大
名
・
岡
部
（
半
原
）
藩
に
関
す
る
資

料
に
つ
い
て
紹
介
を
す
る
も
の
で
あ
る
。 

筆
者
は
こ
れ
ま
で
同
藩
に
お
け
る
文
化
面
の
活
動
に
つ
い
て
藩
主
安
部
家
の
事

績
を
中
心
に
幾
つ
か
紹
介
し
て
き
た
(1)
が
、
本
稿
は
藩
主
か
ら
少
し
離
れ
岡
部

（
半
原
）
藩
藩
校
関
係
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
と
な
る
。 

岡
部
（
半
原
）
藩
の
所
領
は
飛
地
に
よ
り
形
成
さ
れ
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
岡

部
（
武
蔵
）
、
半
原
（
三
河
）
、
桜
井
谷
（
摂
津
）
に
設
け
ら
れ
た
陣
屋
を
通
じ
て

各
地
の
領
地
経
営
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
三
つ
の
陣
屋
の
う
ち
半

原
陣
屋
が
置
か
れ
た
三
河
国
八
名
郡
半
原
（
現
在
の
愛
知
県
新
城
市
富
岡
）
が
、

本
稿
が
取
り
扱
う
舞
台
で
あ
る
。 

同
地
は
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
か
ら
始
ま
る
幕
末
の
政
権
交
代
の
動
乱
の
最

中
に
岡
部
陣
屋
に
代
わ
る
新
た
な
本
拠
地
に
選
ば
れ
、
以
降
、
藩
主
ほ
か
主
だ
っ

た
藩
士
が
移
住
し
、
半
原
藩
と
し
て
の
藩
政
機
能
の
再
構
築
が
順
次
進
め
ら
れ
た
。 

程
な
く
し
た
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
廃
藩
置
県
を
迎
え
た
た
め
、
半
原
藩

と
し
て
活
動
し
え
た
時
期
は
非
常
に
短
い
期
間
と
な
っ
た
も
の
の
、
窮
乏
す
る
藩

財
政
の
な
か
か
ら
藩
政
整
備
と
並
行
し
て
学
問
を
修
め
る
「
学
聚
館
」
、
武
術
を
修

め
る
「
健
武
館
」
と
二
つ
の
藩
校
を
設
置
す
る
な
ど
、
藩
士
育
成
の
た
め
の
基
盤

整
備
を
進
め
て
い
た
。 

本
稿
が
報
告
す
る
の
は
、
同
地
に
設
置
さ
れ
た
藩
校
「
学
聚
館
」
に
由
来
す
る

一
群
の
資
料
と
な
る
。
現
在
は
愛
知
県
新
城
市
立
八
名
小
学
校
に
て
保
管
さ
れ
て

い
る
そ
れ
ら
旧
藩
校
資
料
は
古
く
か
ら
各
種
資
料
に
よ
り
紹
介
(2)
さ
れ
て
き
た

も
の
の
、
そ
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
度
、

保
管
先
で
あ
る
八
名
小
学
校
様
よ
り
許
可
を
得
て
調
査
を
す
る
こ
と
が
叶
っ
た
た

め
、
そ
の
概
要
を
こ
こ
に
記
し
て
お
き
た
い
。 

な
お
、
本
拠
を
移
し
た
関
係
で
岡
部
藩
と
半
原
藩
の
名
称
を
併
記
し
て
き
た
が
、

本
稿
で
は
原
則
慶
応
四
年
以
前
の
事
跡
に
つ
い
て
は
「
岡
部
藩
」
、
そ
れ
以
後
は
「
半

原
藩
」
と
し
、
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
は
適
宜
「
岡
部
（
半
原
）
藩
」
と

表
記
す
る
。 

 一 

岡
部
（
半
原
）
藩
藩
校
と
藩
儒
に
つ
い
て 

 

藩
校
は
、
藩
が
主
と
し
て
藩
士
や
そ
の
子
弟
を
対
象
に
藩
領
内
に
設
置
し
た
教

育
機
関
を
指
し
、
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
ま
で
に
全
国
で
二
百
五
十
を
超
え
る
藩

校
が
設
置
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
(3)
。 

寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
に
備
前
岡
山
藩
主
池
田
光
政
が
熊
沢
蕃
山
に
命
じ

て
設
立
し
た
「
花
畠
教
場
」
を
は
じ
め
、
尾
張
名
古
屋
藩
祖
で
あ
る
徳
川
義
直
が
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寛
永
年
間
に
設
置
し
た
学
問
所
な
ど
が
古
い
事
例
で
、
そ
の
後
、
幕
藩
体
制
に
動

揺
が
生
じ
る
近
世
後
期
に
至
っ
て
そ
の
数
は
増
え
、
社
会
変
化
に
対
応
し
た
人
材

の
育
成
を
目
的
に
藩
校
設
立
が
各
藩
に
お
い
て
進
め
ら
れ
た
。 

 

埼
玉
県
下
も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
川
越
、
岩
槻
、
忍
の
各
藩
、
そ
し
て
岡
部
藩

で
そ
れ
ぞ
れ
藩
校
が
設
置
さ
れ
て
い
る
(4)
。 

三
藩
の
な
か
で
は
藩
儒
児
玉
南
柯
（
一
七
四
六
―
一
八
三
〇
）
の
私
塾
「
遷
喬

館
」
を
基
に
し
た
岩
槻
藩
の
「
勧
学
所
」
の
設
置
（
文
化
年
間
）
が
早
く
、
忍
藩

で
は
忍
・
桑
名
・
白
河
藩
の
三
方
領
地
替
え
に
伴
い
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に

転
封
し
て
き
た
松
平
下
総
守
家
が
旧
領
伊
勢
桑
名
藩
時
代
に
設
立
し
て
い
た
「
進

脩
館
」
を
忍
城
下
に
再
興
し
た
(5)
。
こ
の
ほ
か
、
川
越
藩
で
は
松
平
大
和
守
家
、

松
平
周
防
守
家
の
両
統
治
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
藩
校
を
運
営
し
て
い
る
。
松
平
大
和

守
家
時
代
で
は
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
江
戸
上
屋
敷
地
内
に
「
江
戸
講
学
所
」
、

同
十
年
に
「
川
越
講
学
所
（
博
喩
堂
）
」
が
置
か
れ
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の

前
橋
移
封
ま
で
存
続
し
た
。
一
方
、
続
く
周
防
守
家
時
代
に
は
藩
主
松
平
康
英
の

入
封
後
、
わ
ず
か
一
年
余
の
期
間
で
は
あ
っ
た
が
石
州
浜
田
藩
時
代
か
ら
の
藩
校

で
あ
っ
た
「
長
善
館
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。 

さ
て
、
主
題
と
な
る
岡
部
藩
の
藩
校
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
今
日
、
岡
部
藩

校
の
様
相
を
窺
う
に
あ
た
っ
て
は
、
戦
前
に
編
さ
ん
さ
れ
た
『
日
本
教
育
史
資
料

(6)
』
を
基
盤
と
し
て
『
埼
玉
県
教
育
史
(7)
』
が
更
に
子
細
な
言
及
を
行
っ
て
い
る
。

両
書
を
紐
解
き
そ
の
歴
史
的
経
緯
を
簡
単
に
辿
っ
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
(8)
。 

岡
部
藩
の
藩
校
は
江
戸
藩
邸
に
設
置
さ
れ
た
「
就
将
館
」
を
も
っ
て
嚆
矢
と
し
、

同
校
が
衰
え
た
後
に
は
同
館
に
代
え
て
「
学
聚
館
」
が
新
た
に
設
立
さ
れ
た
。
特

に
「
学
聚
館
」
は
半
原
へ
の
移
転
後
に
同
地
で
再
興
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
後

期
か
ら
近
代
初
め
ま
で
の
岡
部
藩
士
の
教
育
機
関
と
し
て
機
能
し
た
。 

両
藩
校
に
お
い
て
教
鞭
を
と
っ
た
人
物
と
し
て
は
、
藩
儒
で
あ
る
井
上
伝
右
衛

門
士
義
（
一
七
三
七
―
歿
年
不
詳
）
、
服
部
栗
斎
の
門
人
で
儒
学
・
能
書
で
知
ら
れ

た
秦
貞
八
（
諱
は
度
、
字
は
惟
定
、
号
は
新
村
、
通
称
貞
八 

一
七
八
〇
―
一
八

四
五
(9)
）
、
ま
た
そ
の
息
謙
次
、
そ
し
て
松
崎
慊
堂
の
門
弟
宮
原
成
太
（
諱
は
煥
、

字
は
君
章
、
号
は
蒼
雪
、
通
称
成
太 

一
八
〇
六
―
一
八
七
六
）
ら
の
名
が
挙
げ

ら
れ
る
。 

岡
部
藩
が
設
置
し
た
二
つ
の
藩
校
の
う
ち
、「
就
将
館
」
の
設
置
者
な
ら
び
に
時

期
を
巡
っ
て
は
、『
新
編
埼
玉
県
史
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
大
き
く
二
つ
の
説
が
存

在
す
る
。 

一
つ
は
明
治
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
『
日
本
教
育
史
資
料
』
に
み
え
る
半
原
藩

に
関
す
る
記
述
「
半
原
藩
学
校
創
立
云
々
」
で
、
設
立
時
期
は
詳
ら
か
に
は
な
ら

な
い
が
安
永
年
間
に
和
学
を
好
ん
だ
安
部
信
亨
（
一
七
五
八
―
一
八
二
二
）
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
、
家
臣
井
上
俊
蔵
（
前
掲
伝
右
衛
門
士
義
と
み
ら
れ
る
）
を
も
っ

て
藩
儒
に
据
え
て
藩
士
教
育
の
充
実
を
図
っ
た
と
さ
れ
る
(10)
。 

他
方
、
半
原
藩
士
鈴
木
伝
が
愛
知
県
に
提
出
し
た
「
旧
半
原
藩
学
校
景
況
(11)
」

の
記
述
で
は
「
天
明
五
乙
巳
年
九
月
、
安
部
摂
津
守
信
允
殿
学
校
創
立
、
儒
者
家

臣
井
上
伝
右
衛
門
」
と
さ
れ
て
お
り
、『
新
編
埼
玉
県
史
』
で
は
両
資
料
か
ら
鑑
み

て
安
永
の
末
か
ら
天
明
の
初
年
頃
ま
で
に
藩
校
「
就
将
館
」
が
開
か
れ
た
も
の
と

推
測
し
て
い
る
。 

『
新
編
埼
玉
県
史
』
を
含
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
「
就
将
館
」
は
概
ね
安
部
信
允

の
時
代
（
天
明
年
間
前
後
）
に
藩
士
井
上
伝
右
衛
門
（
俊
蔵
）
を
儒
官
に
置
い
て

設
立
さ
れ
た
も
の
と
し
て
定
着
し
て
い
る
(12)
。 

い
ま
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
更
に
そ
の
年
代
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
う
る
の
は
、

岡
部
藩
士
の
事
蹟
を
記
し
た
「
藩
中
家
譜
(13)
」
に
お
け
る
井
上
伝
右
衛
門
こ
と
井
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上
士
義
の
事
蹟
で
あ
ろ
う
。 

『
埼
玉
県
教
育
史
』
で
は
、
井
上
の
来
歴
に
つ
い
て
一
切
不
明
と
す
る
が
、「
藩

中
家
譜
」
に
よ
れ
ば
、
井
上
は
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
の
自
身
の
書
上
げ
に
「
天

明
五
乙
巳
年
九
月
四
日
被 

召
出
、
当
年
迄
八
ヶ
年
相
勤
申
候
」
と
記
し
て
お
り
、

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
九
月
に
岡
部
藩
家
中
に
列
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
井
上

は
寛
政
四
年
時
点
で
五
十
六
歳
、
す
な
わ
ち
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
の
生
ま
れ

で
、
天
明
五
年
に
四
十
八
歳
で
岡
部
藩
へ
と
出
仕
し
た
。「
藩
中
家
譜
」
で
の
息
子

井
上
真
蔵
の
書
上
げ
で
は
そ
の
後
の
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
父
が
隠
居
し

た
旨
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
岡
部
藩
で
は
天
明
五
年
か
ら
寛
政
十
二
年
ま
で

の
十
六
年
間
に
渡
っ
て
藩
校
に
て
教
鞭
を
揮
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
歿
年
不
詳
）
(14)
。 

家
譜
内
で
井
上
は
藩
校
に
係
る
事
績
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
が
、
五
十
歳
手

前
の
人
物
を
儒
者
と
し
て
新
た
に
藩
に
召
し
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、「
就
将

館
」
の
設
置
に
井
上
が
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
も
の
と
推
察
す
る
こ
と
は
誤
り

で
は
あ
る
ま
い
。 

し
た
が
っ
て
、
鈴
木
伝
が
作
成
し
た
「
旧
半
原
藩
学
校
景
況
」
が
示
す
「
天
明

五
年
乙
巳
年
九
月
」
は
、
時
の
藩
主
信
亨
を
信
允
と
誤
っ
て
い
る
も
の
の
藩
校
設

置
時
期
と
し
て
は
依
拠
で
き
る
記
述
で
あ
り
、
天
明
五
年
な
い
し
は
そ
こ
か
ら
ほ

ぼ
間
も
な
く
藩
校
「
就
将
館
」
開
校
の
運
び
と
な
っ
た
と
み
て
お
き
た
い
。 

な
お
、
井
上
士
義
の
隠
居
に
伴
い
「
就
将
館
」
は
ほ
ど
な
く
衰
微
し
た
と
さ
れ

『
埼
玉
県
教
育
史
』
で
は
藩
儒
秦
貞
八
の
墓
碑
に
記
さ
れ
た
事
績
か
ら
、
秦
三
十

五
歳
の
時
分
（
文
化
十
一
年
・
一
八
一
四 

信
允
の
孫
・
信
操
の
時
代
）
に
同
人

に
よ
っ
て
再
興
が
な
さ
れ
た
と
す
る
。 

一
旦
は
秦
の
手
に
よ
り
復
興
し
た
「
就
将
館
」
で
あ
っ
た
が
、
弘
化
二
年
（
一

八
四
五
）
の
秦
死
没
に
よ
り
再
び
衰
微
を
迎
え
た
。
そ
の
た
め
、
嘉
永
二
年
（
一

八
四
九
）
に
新
た
に
召
し
抱
え
ら
れ
て
藩
儒
と
な
っ
た
前
掲
宮
原
成
太
の
建
言
に

よ
っ
て
、
嘉
永
年
間
「
就
将
館
」
に
代
わ
り
「
学
聚
館
」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。 

「
学
聚
館
」
は
、
慶
応
四
年
の
半
原
へ
の
本
拠
移
転
後
の
混
乱
期
を
経
て
、
明

治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
同
地
に
再
興
さ
れ
、
総
裁
宮
原
成
太
を
筆
頭
に
大
助
教

に
大
原
泰
通
が
任
ぜ
ら
れ
て
指
導
に
あ
た
っ
た
。
一
説
に
よ
れ
ば
、
藩
士
子
弟
は

も
と
よ
り
領
民
の
う
ち
志
願
者
に
対
し
て
も
入
学
を
許
可
し
た
と
す
る
(15)
。
同
校

は
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
廃
さ
れ
た
た
め
極
僅
か
な
期
間
の
開
校
で
は
あ

っ
た
が
、
そ
の
存
在
は
半
原
藩
の
尚
学
の
一
面
を
窺
う
に
は
十
分
と
い
え
る
だ
ろ

う
。 

 

「
就
将
館
」
で
ど
の
よ
う
な
教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
残
念
な
が

ら
詳
ら
か
に
な
ら
な
い
一
方
、「
学
聚
館
」
に
つ
い
て
は
半
原
移
転
後
を
中
心
に
そ

の
概
要
が
言
及
さ
れ
て
い
る
(16)
。
こ
こ
で
は
重
複
を
避
け
、
本
稿
が
主
題
に
掲
げ

る
藩
校
資
料
と
の
関
連
か
ら
「
学
聚
館
」
で
使
用
さ
れ
た
と
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
類

に
絞
っ
て
紹
介
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。 

「
学
聚
館
」
蔵
書
の
種
類
と
部
数
と
し
て
、『
日
本
教
育
史
資
料
』
で
は
「
経
類

十
三
部
、
史
類
八
部
、
子
類
一
部
、
集
類
四
部
、
字
書
一
部
」
を
挙
げ
、『
埼
玉
県

教
育
史
』
は
更
に
細
分
し
て
「
孝
経
、
大
学
、
中
庸
、
論
語
、
孟
子
、
易
経
、
詩

経
、
書
経
、
礼
記
、
小
学
、
文
選
、
左
氏
伝
、
十
八
史
略
、
史
記
、
唐
詩
選
」
の

名
を
挙
げ
て
お
り
、
四
書
五
経
等
を
は
じ
め
と
し
た
テ
キ
ス
ト
群
か
ら
明
ら
か
な

よ
う
に
、
岡
部
（
半
原
）
藩
に
お
け
る
藩
校
教
育
は
、
当
時
の
常
道
に
則
っ
た
儒

学
・
漢
学
に
重
き
を
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
(17)
。 
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二 

八
名
小
学
校
保
管
の
旧
岡
部
（
半
原
）
藩
藩
校
資
料 

（
一
）
八
名
小
学
校
保
管
の
蔵
書
群 

前
項
で
、
岡
部
（
半
原
）
藩
藩
校
の
概
略
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら

藩
校
で
使
用
さ
れ
て
い
た
典
籍
類
の
一
部
が
現
在
新
城
市
立
八
名
小
学
校
に
保
管

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
冒
頭
に
て
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。 

旧
岡
部
（
半
原
）
藩
校
資
料
の
典
籍
類
を
巡
り
、
稿
者
は
同
校
か
ら
許
可
を
頂

き
、
令
和
四
年
十
一
月
二
日
・
四
日
の
二
日
間
に
渡
り
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
調
査
結
果
を
基
に
、
八
名
小
学
校
保
管
の
旧
藩
校
資
料

の
伝
存
状
況
の
全
体
像
と
と
も
に
そ
の
概
要
紹
介
へ
と
歩
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
す
る
。 

実
の
と
こ
ろ
、
八
名
小
学
校
で
保
管
さ
れ
る
蔵
書
群
は
旧
岡
部
（
半
原
）
藩
藩

校
資
料
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
旧
藩
校
資
料
の
ほ
か
、
近
代
の
学
制
下
に

お
け
る
「
教
科
書
」
類
も
多
数
現
存
し
て
お
り
、
蔵
書
全
体
の
時
代
的
な
幅
で
言

え
ば
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
近
代
ま
で
の
広
が
り
を
有
し
て

い
る
。 

本
稿
で
は
特
に
そ
れ
ら
近
現
代
の
教
科
書
類
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
る
こ
と
は
し

な
い
が
、
昭
和
四
十
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
新
城
地
方
教
育
百
年
史
(18)
』
に
よ
れ

ば
、
八
名
小
学
校
は
新
城
地
方
に
お
い
て
明
治
前
期
の
図
書
が
比
較
的
多
く
残
さ

れ
た
学
校
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
お
り
、
八
名
小
学
校
と
地
域
の
他
の
五
校
の
蔵

書
を
俯
瞰
す
る
こ
と
で
明
治
五
年
か
ら
十
八
年
頃
ま
で
の
当
地
に
お
け
る
教
科
書
、

教
授
用
書
が
ほ
ぼ
網
羅
で
き
る
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
(19)
。 

実
際
に
八
名
小
学
校
の
蔵
書
群
を
調
査
し
た
結
果
、
旧
岡
部
（
半
原
）
藩
の
藩

校
資
料
、
当
地
で
使
用
さ
れ
た
近
代
教
科
書
類
に
加
え
て
、
更
に
別
ル
ー
ト
で
流

入
し
た
と
み
ら
れ
る
典
籍
・
書
籍
類
も
確
認
で
き
、
そ
の
総
数
は
二
百
冊
以
上
に

の
ぼ
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
(20)
。 

蔵
書
群
に
は
幾
度
か
の
整
理
の
手
が
入
れ
ら
れ
た
痕
跡
が
残
さ
れ
て
お
り
、
近

世
の
典
籍
類
、
近
代
の
教
科
書
類
問
わ
ず
そ
の
多
く
に
以
下
三
種
類
の
整
理
符
号

が
付
さ
れ
て
い
る
【
図
１
参
照
】
。 

①
朱
墨
に
よ
る
番
号
書
付 

②
い
ろ
は
分
類
と
数
字
に
よ
る
縦
長
の
貼
紙
(21) 

③
三
段
枠
線
の
ラ
ベ
ル
（
最
上
段
は
空
欄
） 

整
理
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
後
掲
す
る
旧
藩
校
蔵
書
の
ほ
う
で
今
少
し
掘
り
下

げ
を
試
み
る
が
、
い
ず
れ
も
近
代
の
整
理
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
、
表
紙
の
状
況

か
ら
み
て
、
ま
ず
①
朱
墨
に
よ
る
番
号
書
付
(22)
、
次
に
②
い
ろ
は
分
類
の
貼
紙
、

そ
し
て
③
三
段
枠
線
の
ラ
ベ
ル
の
順
で
手
が
入
れ
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。 

近
代
以
後
、
明
治
時
代
前
期
の
目
ま
ぐ
る
し
く
移
り
変
わ
る
学
校
教
育
の
体
制

【図１】「尋常小学修身入門」全 
・朱筆：修第三十一号 

・貼紙：「ハ 学校 一」（枠印内） 

    「 ／１４４／１」（枠線内） 
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や
学
校
組
織
の
変
遷
等
に
伴
い
、
時
期
を
み
て
適
宜
整
理
が
行
わ
れ
た
も
の
と
み

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
整
理
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
そ
の
下
限
と
し
て
は
後
掲
す
る

現
在
の
八
名
小
学
校
に
至
る
ま
で
の
学
校
の
変
遷
と
捺
さ
れ
て
い
る
学
校
蔵
書
印

と
の
関
係
か
ら
明
治
二
十
代
頃
ま
で
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。 

そ
う
し
た
な
か
、
い
ま
挙
げ
た
近
代
に
入
っ
て
か
ら
の
分
類
整
理
と
は
別
に
、

近
世
、
す
な
わ
ち
岡
部
（
半
原
）
藩
時
代
の
管
理
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
痕
跡

も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
「
学
聚
館
」
の
墨
書
貼
紙
と
「
就
将
館
」
印
で
あ
る

（
【
図
２
】
）
。 

貼
紙
「
学
聚
館
」
は
貼
付
位
置
や
近
代
以
後
の
整
理
に
よ
る
貼
紙
と
の
位
置
関

係
か
ら
み
て
、
学
聚
館
が
明
治
四
年
に
廃
校
と
な
る
以
前
に
藩
校
蔵
書
で
あ
る
こ

と
を
示
す
た
め
に
貼
ら
れ
た
も
の
と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

い
ま
、
蔵
書
の
中
に
こ
れ
ら
「
学
聚
館
」
の
貼
紙
が
附
さ
れ
た
も
の
を
数
え
る

と
八
十
六
冊
、
ま
た
「
学
聚
館
」
以
前
の
藩
校
で
あ
っ
た
「
就
将
館
」
の
蔵
書
を

示
す
朱
文
楕
円
印
「
就
将
館
」
(23)
が
押
印
さ
れ
た
も
の
が
七
冊
現
存
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
貼
紙
の
剥
落
跡
が
残
る
も
の
や
書
名
な
ら
び
に
表
紙
の
様
式
な
ど
か

ら
藩
校
伝
来
資
料
と
一
連
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
更
に
十

五
冊
あ
る
。 

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、
八
名
小
学
校
が
保
管
す
る
典
籍
・
書
籍
資
料
群
の
う

ち
岡
部
（
半
原
）
藩
伝
来
と
見
込
ま
れ
る
資
料
は
総
計
二
十
九
部
一
〇
八
冊
を
数

え
る
。 

 

（
二
）
旧
岡
部
（
半
原
）
藩
藩
校
伝
来
典
籍
の
概
要 

旧
岡
部
（
半
原
）
藩
藩
校
伝
来
と
思
わ
れ
る
一
〇
八
冊
の
全
容
は
本
項
末
に
【
八

名
小
学
校
保
管 

旧
岡
部
（
半
原
）
藩
藩
校
蔵
書
一
覧
表
（
稿
）
】
と
し
て
掲
載
す

る
の
で
適
宜
参
照
い
た
だ
く
と
し
て
、
以
下
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。 

当
然
、
ど
の
書
物
も
当
初
は
ひ
と
揃
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
今
日
ま
で

【図２】「日本外史」十一 
・朱筆：第十五号 

・貼紙：「学聚館」 

    「へ 学校 第弐号」（枠印内） 

    「 ／１５４／７」（枠線内） 

【図２】「就将館」印 
（「文選正文」十一）表紙 
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の
伝
来
過
程
の
な
か
で
途
中
を
欠
い
て
端
本
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
全
冊

を
完
備
す
る
も
の
は
少
な
い
。
た
だ
、
一
覧
表
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
旧
岡
部
（
半

原
）
藩
藩
校
伝
来
典
籍
群
の
中
身
は
概
ね
『
埼
玉
県
教
育
史
』
等
で
挙
げ
ら
れ
て

き
た
も
の
と
大
差
は
な
く
、
漢
籍
が
殆
ど
を
占
め
る
状
況
に
あ
る
。 

そ
の
中
身
も
「
論
語
」
「
中
庸
」
「
孟
子
」
、
「
易
経
」
「
書
経
」
「
詩
経
」
「
礼
記
」

「
春
秋
」
と
い
っ
た
四
書
五
経
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
当
時
広
く

世
に
流
行
し
た
後
藤
芝
山
（
一
七
二
一
―
一
七
八
二
）
に
よ
る
訓
点
が
附
さ
れ
た

後
藤
点
本
な
い
し
は
そ
の
再
刻
本
に
な
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
四
書
五
経
以
外
の
漢

籍
で
は
「
十
八
史
略
」
「
文
選
」
「
小
学
」
「
蒙
求
」
の
類
が
み
え
て
い
る
。
他
方
、

和
書
で
は
儒
者
頼
山
陽
（
一
七
八
一
―
一
八
三
二
）
が
著
し
た
「
日
本
外
史
」
の

一
種
類
が
伝
存
し
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
伝
来
過
程
で
散
佚
し
た
こ
と
を
勘
案
し

て
も
、
岡
部
（
半
原
）
藩
藩
校
に
お
け
る
教
育
が
漢
籍
に
基
づ
く
儒
学
的
素
養
を

重
視
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
だ
ろ
う
。 

 

さ
て
、
こ
れ
ら
旧
藩
校
資
料
の
な
か
か
ら
刊
記
が
残
る
も
の
を
拾
っ
て
い
く
と
、

最
も
古
い
も
の
は
京
都
の
書
林
・
中
江
久
四
郎
が
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
に
上

梓
し
た
「
春
秋
左
氏
伝
」
（
№
70
～
81 

※
№
は
一
覧
表
に
お
け
る
番
号
）
と
な

り
、
天
明
五
年
頃
に
始
動
し
た
藩
校
「
就
将
館
」
設
立
以
前
の
も
の
と
な
る
。 

「
春
秋
左
氏
伝
」
以
降
、
発
刊
時
期
が
分
か
る
も
の
を
時
代
順
に
な
ら
べ
る
と 

・
「
四
書
」
（
№
35
～
38
）  

 

…
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
） 

・
「
文
選
正
文
」
（
№
102
～
108
） 

 

…
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
） 

・
「
再
刻
春
秋
左
氏
伝
校
本
」
（
№
56
～
69
） 

…
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
） 

・
「
改
正
音
訓
礼
記
」
（
№
17
～
19
）  

…
安
政
二
年
（
一
八
五
五
） 

・
「
標
䟽
箋
註
蒙
求
校
本
」
（
№
42
～
44
） 

…
安
政
五
年
（
一
八
五
八
） 

・
「
新
刻
改
正
孟
子
」
（
№
21
～
23
）  

…
安
政
五
年 

・
「
改
正
小
学
」
（
№
40
～
41
） 

 

…
文
久
元
年
（
一
八
六
一
） 

・
「
標
記
増
補
十
八
史
略
」
（
№
90
～
96
） 

…
元
治
元
年
（
一
八
六
四
） 

・
「
新
刻
改
正
孟
子
」
（
№
28
～
30
）  

…
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
） 

 

・
「
改
正
音
訓
礼
記
」
（
№
6
～
8
）  

…
明
治
二
年
（
一
八
六
九
） 

と
な
る
。 

現
状
発
行
年
不
明
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
他
所
に
残
る
同
種
の
版
本
と
比
較
対

照
す
る
こ
と
で
今
少
し
年
代
の
特
定
が
で
き
よ
う
が
、
い
ま
こ
こ
に
挙
げ
た
テ
キ

ス
ト
の
発
刊
年
を
概
観
す
る
だ
け
で
も
岡
部
（
半
原
）
藩
藩
校
の
整
備
が
幕
末
期

に
な
さ
れ
て
い
た
様
相
が
窺
え
る
。
秦
貞
八
の
歿
後
、
新
た
に
藩
儒
と
な
っ
た
宮

原
成
太
が
「
学
聚
館
」
を
立
ち
上
げ
た
の
が
嘉
永
年
間
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
校
の
立
ち
上
げ
を
契
機
に
当
時
発
刊
さ
れ
て
い
た
典
籍
類
を
逐
次
入
手
し
つ
つ

教
育
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。 

 

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
旧
藩
校
資
料
内
に
二
部
伝
存
す
る
「
改
正
音
訓
礼
記
」

で
あ
る
。
二
部
の
「
改
正
音
訓
礼
記
」
（
「
礼
記
」
以
外
の
五
経
も
含
む
）
の
注
目

す
べ
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
安
政
と
明
治
と
で
発
行
時
期
を
異
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

と
り
わ
け
明
治
時
代
発
行
分
が
藩
校
蔵
書
に
加
え
ら
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

先
に
述
べ
た
通
り
「
学
聚
館
」
は
慶
応
四
年
に
本
拠
を
半
原
に
移
転
し
て
以
後
の

明
治
三
年
に
再
興
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
こ
の
明
治
二
年
発
行
の
「
礼

記
」
は
藩
校
再
開
に
合
わ
せ
て
購
求
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
半
原
藩
が
明
治

の
新
時
代
を
迎
え
て
も
な
お
教
育
に
意
を
割
か
ん
と
し
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
言

っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

旧
藩
校
資
料
の
全
体
像
と
と
も
に
、
岡
部
（
半
原
）
藩
士
た
ち
が
学
聚
館
に
お

い
て
如
何
に
こ
れ
ら
の
書
物
を
活
用
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
見
て
い
き
た
い
と
こ

ろ
だ
が
、
現
存
す
る
資
料
か
ら
そ
の
様
相
を
追
う
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。 
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こ
れ
は
伝
存
す
る
資
料
の
殆
ど
に
訓
点
や
訓
読
、
注
釈
と
い
っ
た
書
き
入
れ
な

ど
が
殆
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
、
蔵
書
群
の
な
か
で
唯
一
の
書
き
込
み
を
有

す
る
テ
キ
ス
ト
と
い
っ
て
も
よ
い
の
は
、
先
に
挙
げ
た
「
春
秋
左
氏
伝
」（
№
71
～

82
）
だ
け
で
あ
る
。
こ
ち
ら
に
は
本
文
中
に
朱
点
等
が
加
え
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、

匡
郭
外
に
語
釈
、
音
・
反
切
を
示
す
注
釈
類
が
多
数
記
載
さ
れ
て
い
る
【
図
３
】
。

前
述
の
と
お
り
、
こ
の
ほ
か
に
多
数
残
る
蔵
書
に
は
当
時
の
痕
跡
は
認
め
が
た
く
、

藩
士
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
古
典
に
相
対
し
た
の
か
を
読
み
取
る
こ
と
は
残
念
な
が

ら
難
し
い
(24)
。 

以
上
、
調
査
の
過
程
で
判

じ
得
た
旧
藩
校
資
料
の
概
要

と
な
る
が
、
本
項
で
一
覧
表

を
掲
げ
た
こ
と
も
あ
る
の
で

多
少
前
後
し
た
が
表
紙
に
残

さ
れ
た
３
つ
の
整
理
番
号

（
前
項
①
～
③
）
に
つ
い
て

改
め
て
触
れ
て
お
こ
う
。 

い
ま
、
表
で
一
覧
化
し
た

と
こ
ろ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

３
つ
の
整
理
番
号
は
い
ず
れ

も
原
則
書
名
を
基
準
に
そ
れ

ぞ
れ
数
字
を
割
り
振
っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ

る
。
た
だ
、
細
か
い
と
こ
ろ

で
は
相
違
が
あ
り
、
例
え
ば

№
１
～
19
の
「
改
正
音
訓
五
経
」
を
構
成
す
る
書
冊
を
例
に
と
る
と
、
①
朱
墨
に

よ
る
番
号
書
付
で
は
、
明
治
発
行
分
に
「
第
一
号
」
、
安
政
発
行
分
に
「
第
二
号
」

を
割
り
当
て
区
別
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
個
々
の
書
名
で
は
な
く
五
経

全
体
を
ひ
と
ま
と
め
と
し
た
番
号
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

一
方
、
三
段
枠
線
の
ラ
ベ
ル
に
関
し
て
は
、
表
紙
を
め
く
っ
た
一
頁
目
に
三
段

枠
線
と
対
応
す
る
枠
印
を
別
途
捺
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
が
参
考
と
な
る
。

別
に
捺
さ
れ
た
枠
印
に
は
上
段
に
「
部
門
」
、
中
段
「
図
書
番
号
」
、
下
段
「
巻
冊

番
号
」
の
印
字
が
そ
れ
ぞ
れ
み
ら
れ
、
中
・
下
段
に
記
入
さ
れ
た
数
字
は
表
紙
の

ラ
ベ
ル
数
字
と
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
表
紙
に
貼
ら
れ
た
三
段
枠
線
ラ

ベ
ル
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
中
段
が
書
名
毎
に
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
さ
れ
た
図
書
番

号
で
、
複
数
冊
で
構
成
さ
れ
る
資
料
に
つ
い
て
は
下
段
に
冊
番
号
（
子
番
号
）
を

記
入
し
て
整
理
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
(25)
。 

最
後
に
、
②
い
ろ
は
分
類
と
数
字
に
よ
る
縦
長
の
貼
紙
だ
が
、
こ
ち
ら
も
概
ね

書
名
に
拠
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
え
る
も
の
の
、
前
掲
の
「
改
正
音
訓
五
経
」

に
対
し
て
は
発
行
年
、
書
冊
名
に
問
わ
ず
「
ほ 

学
校 

二
号
」
を
割
り
当
て
て

い
る
ほ
か
、「
本
註
小
学
」（
№
39
）
に
は
「
四
書
」（
№
35
～
38
）
と
同
一
の
「
へ 

学
校 

第
四
号
」
を
振
っ
て
い
る
事
例
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
貼
紙
に
記
さ
れ
た
「
い

ろ
は
」
が
何
を
基
に
し
た
分
類
な
の
か
を
含
め
、
そ
の
正
確
な
規
則
性
に
言
及
す

る
こ
と
は
叶
わ
な
い
。 

い
ず
れ
と
も
書
名
に
拠
っ
た
分
類
と
思
し
き
一
方
、
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
も

ま
ま
見
ら
れ
る
こ
と
に
加
え
て
、
旧
藩
校
資
料
以
外
の
蔵
書
、
近
代
教
科
書
群
と

合
わ
せ
て
蔵
書
群
全
体
で
捉
え
る
と
、
整
理
符
号
の
数
字
・
記
号
に
は
重
複
す
る

も
の
が
こ
の
ほ
か
に
も
散
見
す
る
。
当
時
の
整
理
方
法
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
止

む
無
く
大
概
を
示
す
に
と
ど
め
て
、
子
細
は
今
後
の
研
究
を
俟
ち
た
い
と
思
う
。 

【図３】「春秋左氏伝」巻二十一（部分） 
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【八名小学校保管 旧岡部（半原）藩藩校蔵書一覧表（稿）】 

書名 巻名 注記 注記 表紙貼紙 朱書 表紙貼紙[いろは] 表紙 印記① 印記②

1 改正音訓詩経 上 再刻後藤点 学聚館 第一号 なし 空白 8 1 茶表紙（紗綾地に葵丸文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

2 改正音訓詩経 下 再刻後藤点 学聚館 第一号 なし 空白 8 2 茶表紙（紗綾地に葵丸文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

3 改正音訓易経 坤 再刻後藤点 学聚館 第一号 なし 空白 17 3 茶表紙（紗綾地に葵丸文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

4 改正音訓易経 乾 再刻後藤点

見返：柴山後藤先生定本、林家正本
再刻

再刻序：文化九年壬辰九月　江都佐

藤旦撰

学聚館 第一号 なし 空白 17 4 茶表紙（紗綾地に葵丸文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

見返：讃岐儒学藤氏図書

見返：清黙斎

5 改正音訓春秋 完 再刻後藤点 学聚館 第一号 なし 空白 21 1 茶表紙（紗綾地に葵丸文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

6 改正音訓礼記 元 再刻後藤点 学聚館 第一号 ほ　学校　第二号 空白 23 1 茶表紙（紗綾地に葵丸文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

7 改正音訓礼記 利 再刻後藤本 学聚館 第一号 なし 空白 23 3 茶表紙（紗綾地に葵丸文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

8 改正音訓礼記 貞 再刻後藤本 刊記：明治二巳年再刻 学聚館 第一号 なし 空白 23 4 茶表紙（紗綾地に葵丸文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校
奥付：松敬堂蔵

9 改正音訓礼記 元 再刻後藤点 学聚館 第一号 なし 空白 24 1 茶表紙（紗綾地に葵丸文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

10 改正音訓詩経 上 再刻後藤点 学聚館 第二号 なし 空白 9 1 茶表紙（紗綾地に葵丸文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

11 改正音訓詩経 下 再刻後藤点 学聚館 第二号 なし 空白 9 2 茶表紙（紗綾地に葵丸文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

12 改正音訓書経 天 再刻後藤点 学聚館 第二号 なし 空白 10 1 茶表紙（紗綾地に葵丸文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

13 改正音訓書経 地 再刻後藤点 学聚館 第二号 なし 空白 10 2 茶表紙（紗綾地に葵丸文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

14 改正音訓易経 乾 再刻後藤点

見返：柴山後藤先生定本、林家正本

再刻

再刻序：文化九年壬辰九月　江都佐

藤旦撰

学聚館 第二号 なし 空白 17 1 茶表紙（紗綾地に葵丸文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

15 改正音訓易経 坤 再刻後藤点 学聚館 第二号 なし 空白 17 2 茶表紙（紗綾地に葵丸文）
第二大学区第九番中学区内
第三十二番小学半原学校

16 改正音訓春秋 完 再刻後藤点 学聚館 第二号 ほ　学校　第二号 空白 22 1 茶表紙（紗綾地に葵丸文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

17 改正音訓礼記 亨 再刻後藤点 学聚館 第二号 ほ　学校　第二号 空白 24 2 茶表紙（紗綾地に葵丸文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

18 改正音訓礼記 利 再刻後藤点 学聚館 第二号 なし 空白 24 3 茶表紙（紗綾地に葵丸文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

19 改正音訓礼記 貞 再刻後藤点
刊記：安政二年乙卯四月吉日五刻

書肆：北村四郎兵衛ほか3名
学聚館 第二号 ほ　学校　第二号 空白 24 4 茶表紙（紗綾地に葵丸文）

第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

20 [新刻改正孟子] （題簽欠） 金学聚館 第四号 なし 空白 12 2 茶表紙（紗綾地に葵丸文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

21 新刻改正孟子 一 再刻後藤点 正学聚館 第四号 なし 空白 13 1 茶表紙（紗綾地に葵丸文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

22 新刻改正孟子 三 再刻後藤点 学聚館 第四号 なし 空白 13 2 茶表紙（紗綾地に葵丸文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

23 新刻改正孟子 四 再刻後藤点
刊記：安政五年戊午春正月六刻

書肆：北村四郎兵衛ほか3名
学聚館 第四号 なし 空白 13 3 茶表紙（紗綾地に葵丸文）

第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

24 新刻改正論語 三 再刻後藤点 学聚館 第四号 なし 空白 14 3 茶表紙（紗綾地に葵丸文） なし

25 新刻改正論語 四 再刻後藤点 学聚館 第四号 なし 空白 14 4 茶表紙（紗綾地に葵丸文） なし

26 新刻改正論語 二 再刻後藤点 学聚館 第四号 なし 空白 15 1 茶表紙（紗綾地に葵丸文） なし

27 新刻改正中庸 ■ 再刻後藤点 学聚館 第四号 なし 空白 18 1 茶表紙（紗綾地に葵丸文） なし

28 新刻改正孟子 一 後藤点 ※藩校資料か 第五号 に　学校　第四号 空白 12 1 茶表紙（紗綾地に葵丸文） なし

29 新刻校正孟子 三 後藤点 ※藩校資料か 第五号 に　学校　第四号 空白 12 3 茶表紙（紗綾地に葵丸文） なし

30 新刻改正孟子 四 後藤点
刊記：慶応丙寅歳新刻

書肆：和泉屋庄次郎ほか2名
※藩校資料か 第五号 に　学校　第四号 空白 12 4 茶表紙（紗綾地に葵丸文） なし

31 新刻改正論語 一 後藤点 ※藩校資料か 第五号 に　学校　第四号 空白 14 1 茶表紙（紗綾地に葵丸文） なし

32 新刻改正論語 二 後藤点 裏見返：学聚館の墨書あり ※藩校資料か 第五号 に　学校　第四号 空白 14 2 茶表紙（紗綾地に葵丸文） なし

33 新刻改正論語 三 後藤点 ※藩校資料か 第五号 に　学校　第四号 空白 15 2 茶表紙（紗綾地に葵丸文） なし

34 新刻校正中庸 全 後藤点 ※藩校資料か 第五号 に　学校　第四号 空白 19 1 茶表紙（紗綾地に葵丸文） なし

35 四書 一 学聚館 第七号 へ　学校　第四号 空白 40 1 薄茶表紙 なし

36 四書 二 学聚館 第七号 へ　学校　第四号 空白 40 2 薄茶表紙 なし

37 四書 三 学聚館 第七号 へ　学校　第四号 空白 40 3 薄茶表紙 なし

38 四書 四
刊記：寛政五年癸丑六月

書肆：河内屋喜兵衛板ほか15名
学聚館 第七号 へ　学校　第四号 空白 40 4 薄茶表紙 なし

39 本註小学 内篇
見返：須賀亮斎先生裁定、麗澤書院
蔵

学聚館 第八号 へ　学校　第四号 空白 11 1 臙脂表紙
第二大学区第九番中学区内
第三十二番小学半原学校

見返：人物画像印

40 改正小学　内篇 亨
刊記：文久辛酉新鐫

書肆：須原屋茂兵衛ほか7名
学聚館 第九号 ほ　学校　第三号 空白 20 1 臙脂表紙（花草丸文）

第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

41 改正小学　外篇 利 学聚館 第九号 ほ　学校　第三号 空白 20 3 臙脂表紙（花草丸文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

42 標䟽箋註蒙求校本 上 学聚館 第十号 へ　学校　第三号 空白 46 1 黒表紙 なし

43 標䟽箋註蒙求校本 中 学聚館 第十号 へ　学校　第三号 空白 46 2 黒表紙 なし

44 標䟽箋註蒙求校本 下 刊記：安政五戊午歳四刻 学聚館 第十号 へ　学校　第三号 空白 46 3 黒表紙 なし

45 校正音訓新刻文選正文 一 学聚館 第十一号 なし 空白 34 1 紺紙表紙 なし

46 校正音訓新刻文選正文 二 学聚館 第十一号 なし 空白 34 2 紺紙表紙 なし

47 校正音訓新刻文選正文 三 学聚館 第十一号 なし 空白 34 3 紺紙表紙 なし

48 校正音訓新刻文選正文 四 学聚館 第十一号 なし 空白 34 4 紺紙表紙 なし

49 校正音訓新刻文選正文 五 学聚館 第十一号 なし 空白 34 5 紺紙表紙 なし

50 校正音訓新刻文選正文 六 学聚館 第十一号 なし 空白 34 6 紺紙表紙 なし

51 校正音訓新刻文選正文 七 学聚館 第十一号 なし 空白 34 7 紺紙表紙 なし

52 校正音訓新刻文選正文 八 学聚館 第十一号 なし 空白 34 8 紺紙表紙 なし

53 校正音訓新刻文選正文 九 学聚館 第十一号 なし 空白 34 9 紺紙表紙 なし

54 校正音訓新刻文選正文 十 学聚館 第十一号 なし 空白 34 10 紺紙表紙 なし

55 校正音訓新刻文選正文 十一 学聚館 第十一号 なし 空白 34 11 紺紙表紙 なし

表紙貼紙[枠印]
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【注記】 
・書名は、原則外題題簽から採った。題簽等が無いものについては、内題ほかから補い、[  ]で示した。 
・本表では、朱墨における分類番号ならびに三段ラベルの分類番号（色塗部）を基準に配列を行っている。 

書名 巻名 注記 注記 表紙貼紙 朱書 表紙貼紙[いろは] 表紙 印記① 印記②

56 再刻春秋左氏伝校本 一・二
見返：嘉永三年庚戌再刻、尾張秦鼎

先生校読
学聚館 第十三号 ほ　学校　第四号 空白 2 1 臙脂表紙 なし

57 再刻春秋左氏伝校本 三・四 学聚館 第十三号 ほ　学校　第四号 空白 2 2 茶表紙 なし

58 再刻春秋左氏伝校本 五・六 学聚館 なし ほ　学校　第四号 空白 2 3 臙脂表紙 なし

59 再刻春秋左氏伝校本 七・八 学聚館 第十三号 ほ　学校　第四号 空白 2 4 臙脂表紙 なし

60 再刻春秋左氏伝校本 九・十 学聚館 第十三号 ほ　学校　第四号 空白 2 5 臙脂表紙 なし

61 再刻春秋左氏伝校本 十一・十二 学聚館 第十三号 ほ　学校　第四号 空白 2 6 臙脂表紙 なし

62 再刻春秋左氏伝校本 十三・十四 学聚館 第十三号 ほ　学校　第四号 空白 2 7 臙脂表紙
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

63 再刻春秋左氏伝校本 十五・十六 学聚館 第十三号 ほ　学校　第四号 空白 2 8 臙脂表紙
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

64 再刻春秋左氏伝校本 十七・十八 学聚館 第十三号 ほ　学校　第四号 空白 2 9 臙脂表紙
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

65 再刻春秋左氏伝校本 二一・二二 学聚館 第十三号 ほ　学校　第四号 空白 2 10 臙脂表紙
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

66 再刻春秋左氏伝校本 二十三・二十四 学聚館 第十三号 ほ　学校　第四号 空白 2 11 臙脂表紙
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

67 再刻春秋左氏伝校本 二十五・二十六 学聚館 第十三号 ほ　学校　第四号 空白 2 12 臙脂表紙
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

68 再刻春秋左氏伝校本 二十七・二十八 学聚館 第十三号 ほ　学校　第四号 空白 2 13 臙脂表紙
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

69 再刻春秋左氏伝校本 二十九・三十
刊記：発行書房　須原屋茂兵衛ほか

6名
学聚館 第十三号 ほ　学校　第四号 空白 2 14 臙脂表紙

第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

70 [春秋左氏伝] [一・ニ] 学聚館 第十四号 なし 空白 1 1 濃紺表紙（石畳地） 見返：南山寿 見返：■天

71 春秋左氏伝 三・四 学聚館 第十四号 なし 空白 1 2 濃紺表紙（石畳地）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

末尾：白文印あり（印文不

明）

72 春秋左氏伝 七・八 学聚館 第十四号 なし 空白 1 4 濃紺表紙（石畳地）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

73 春秋左氏伝 十一・十二 学聚館 第十四号 なし 空白 1 5 濃紺表紙（石畳地）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

74 春秋左氏伝 十三・十四 学聚館 第十四号 なし 空白 1 6 濃紺表紙（石畳地）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

75 春秋左氏伝 十五・十六 学聚館 第十四号 なし 空白 1 7 濃紺表紙（石畳地）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

76 春秋左氏伝 十九・二十 学聚館 第十四号 なし 空白 1 8 濃紺表紙（石畳地）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

77 春秋左氏伝 二十一・二十二 学聚館 第十四号 なし 空白 1 9 濃紺表紙（石畳地）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

78 春秋左氏伝 二十三・二十四 学聚館 第十四号 なし 空白 1 10 濃紺表紙（石畳地）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

79 春秋左氏伝 二十五・二十六 学聚館 第十四号 なし 空白 1 11 濃紺表紙（石畳地）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

80 春秋左氏伝 二十七・二十八 学聚館 第十四号 なし 空白 1 12 濃紺表紙（石畳地）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

81 春秋左氏伝 二十九・三十
刊記：宝暦五乙亥歳正月之吉、書林

中江久四郎梓
学聚館 第十四号 なし 空白 1 13 濃紺表紙（石畳地）

第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

82 日本外史 五 学聚館 第十五号 へ　学校　第二号 空白 154 1 薄縹表紙（紗綾地）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

83 日本外史 六 学聚館 第十五号 へ　学校　第二号 空白 154 2 薄縹表紙（紗綾地）
第二大学区第九番中学区内
第三十二番小学半原学校

84 日本外史 七 学聚館 第十五号 へ　学校　第二号 空白 154 3 薄縹表紙（紗綾地）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

85 日本外史 八 学聚館 第十五号 へ　学校　第二号 空白 154 4 薄縹表紙（紗綾地）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

86 日本外史 ■ 頼氏蔵板 学聚館 第十五号 へ　学校　第二号 空白 154 5 薄縹表紙（紗綾地） なし

87 日本外史 十 学聚館 第十五号 へ　学校　第二号 空白 154 6 薄縹表紙（紗綾地）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

88 日本外史 十一 学聚館 第十五号 へ　学校　第二号 空白 154 7 薄縹表紙（紗綾地）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

89 [日本外史] （表紙欠） ※藩校資料か （不明） （不明） （不明） 薄縹表紙（紗綾地） なし

90 標記増補十八史略 一
見返：元治元年甲子再刻、皇都松栢

堂五車楼梓

（題簽跡あり）

※藩校資料か
第十九号 なし 空白 3 1 濃縹表紙（松皮菱文）

第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

91 標記増補十八史略 二 ※藩校資料か 第十九号 なし 空白 3 2 濃縹表紙（松皮菱文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

92 標記増補十八史略 三
（題簽跡あり）

※藩校資料か
第十九号 なし 空白 3 3 濃縹表紙（松皮菱文）

第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

93 標記増補十八史略 四 テ学聚館 第十九号 なし 空白 3 4 濃縹表紙（松皮菱文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

愛知県八名郡富岡村立富岡

尋常小黌

94 標記増補十八史略 五
（題簽跡あり）

※藩校資料か
第十九号 なし 空白 3 5 濃縹表紙（松皮菱文）

第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

95 標記増補十八史略 六 テ学聚館 第十九号 なし 空白 3 6 濃縹表紙（松皮菱文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

愛知県八名郡富岡村立富岡

尋常小黌

96 標記増補十八史略 七
刊記：元治元年甲子四刻成

書肆：岡田屋嘉七郎ほか3名

（題簽跡あり）

※藩校資料か
第十九号 なし 空白 3 7 濃縹表紙（松皮菱文）

第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

97 標記増補十八史略 二 テ学聚館 第十九号 なし 空白 4 1 濃縹表紙（松皮菱文）
愛知県八名郡富岡村立富岡

尋常小黌

98 標記増補十八史略 三 テ学聚館 第十九号 なし 空白 4 2 濃縹表紙（松皮菱文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

愛知県八名郡富岡村立富岡

尋常小黌

99 標記増補十八史略 四 ※藩校資料か 第十九号 なし 空白 4 3 濃縹表紙（松皮菱文）
第二大学区第九番中学区内
第三十二番小学半原学校

100 標記増補十八史略 五 テ学聚館 第十九号 なし 空白 4 4 濃縹表紙（松皮菱文）
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

愛知県八名郡富岡村立富岡

尋常小黌

101 標記増補十八史略 六
（題簽跡あり）

※藩校資料か
第十九号 なし 空白 4 5 濃縹表紙（松皮菱文）

第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

102 [文選正文] （題簽欠） 山子点
見返：兼山先生訓点/筑水先生校

閲、再刻、京師書賈風月堂
就将館（印） 第二十一号 に　学校　第三号 空白 33 1 薄縹表紙（菱地に桐蔓唐草文） 就将館

第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

103 文選正文 一 内題：南郭先生句読、兼山先生国読 就将館（印） 第二十一号 に　学校　第三号 空白 33 2 薄縹表紙（菱地に桐蔓唐草文） 就将館
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

104 文選正文 四 山子点 就将館（印） 第二十一号 に　学校　第三号 空白 33 4 薄縹表紙（菱地に桐蔓唐草文） 就将館
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

105 文選正文 七 山子点 就将館（印） 第二十一号 に　学校　第三号 空白 33 6 薄縹表紙（菱地に桐蔓唐草文） 就将館
第二大学区第九番中学区内
第三十二番小学半原学校

106 文選正文 十 就将館（印） 第二十一号 に　学校　第三号 空白 33 7 薄縹表紙（菱地に桐蔓唐草文） 就将館
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

107 文選正文 十一 就将館（印） 第二十一号 に　学校　第三号 空白 33 8 薄縹表紙（菱地に桐蔓唐草文） 就将館
第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

108 文選正文 十二 山子点
刊記：文政十一年戊子再刻、京師書

肆風月庄左衛門
就将館（印） 第二十一号 に　学校　第三号 空白 33 9 薄縹表紙（菱地に桐蔓唐草文） 就将館

第二大学区第九番中学区内

第三十二番小学半原学校

表紙貼紙[枠印]
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（
三
）
蔵
書
群
に
捺
さ
れ
た
所
蔵
印
か
ら
み
え
る
伝
来
過
程 

前
項
ま
で
に
概
要
を
示
し
た
八
名
小
学
校
保
管
の
旧
岡
部
（
半
原
）
藩
藩
校
資

料
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
資
料
に
捺
さ
れ
た
学
校
所
蔵
印
を
紹
介
し
つ
つ
、

明
治
時
代
以
後
に
旧
藩
校
資
料
が
辿
っ
た
変
遷
に
つ
い
て
示
す
こ
と
と
し
た
い
。 

管
見
の
範
囲
な
が
ら
、
旧
藩
校
資
料
群
に
は
岡
部
藩
時
代
の
「
就
将
館
」
印
の

ほ
か
に
二
種
類
の
学
校
蔵
書
印
が
確
認
で
き
る
（
個
別
に
捺
さ
れ
た
極
少
数
の
印

は
除
く
）
。
一
つ
は
「
第
二
大
学
区
第
九
番
中
学
区
内
第
三
十
二
番
小
学
半
原
学
校
」

印
、
い
ま
一
つ
は
「
愛
知
県
八
名
郡
富
岡
村
立
富
岡
尋
常
小
黌
」
で
、
い
ず
れ
も

朱
文
印
で
あ
る
。
数
量
的
に
は
前
者
が
圧
倒
的
に
多
く
、
計
一
〇
八
冊
の
う
ち
六

十
八
冊
（
七
十
一
か
所
）
に
捺
さ
れ
て
お
り
、
後
者
は
五
冊
（
五
か
所
）
に
確
認

が
で
き
る
。 

こ
の
両
蔵
書
印
の
子
細
に
つ
い
て
は
、
保
管
先
で
あ
る
八
名
小
学
校
の
歴
史
と

合
わ
せ
て
み
る
こ
と
が
近
道
と
な
ろ
う
。 

八
名
小
学
校
は
新
城
市
富
岡
に
所
在
す
る
市
立
小
学
校
で
、
同
地
に
あ
っ
た
２

つ
の
小
学
校
が
合
併
す
る
形
で
昭
和
三
十
七
年
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
、
同

校
に
至
る
ま
で
に
は
多
く
の
変
遷
を
辿
っ
て
い
る
。 

新
城
市
域
で
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
の
廃
藩
置
県
後
、
各
地
で
地

元
有
志
ら
に
よ
り
従
来
の
寺
小
屋
に
代
わ
る
教
育
機
関
と
し
て
「
郷
学
校
（
郷
校
）
」

（
の
ち
「
義
学
校
（
義
校
）
」
）
設
立
の
動
き
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
流
れ

の
中
で
半
原
の
地
に
も
「
半
原
郷
学
校
」
（
の
ち
「
半
原
義
校
」
）
が
明
治
五
年
七

月
に
設
立
さ
れ
た
。 

明
治
五
年
八
月
に
文
部
省
布
達
に
よ
っ
て
学
制
が
発
布
さ
れ
る
に
と
も
な
い
大

中
小
学
区
が
制
定
さ
れ
る
と
、
明
治
六
年
、
洞
雲
寺
(26)
に
「
半
原
学
校
」
が
設
置

さ
れ
、
同
校
は
当
時
の
区
割
り
で
は
第
九
中
学
区
第
三
十
二
番
小
学
区
に
所
属
し

た
。
以
後
、
明
治
十
二
年
の
学
制
廃
止
、
教
育
令
公
布
、
同
十
三
年
の
改
正
教
育

令
、
同
十
九
年
に
公
布
さ
れ
た
小
学
校
令
な
ど
教
育
関
係
法
令
の
変
遷
に
伴
い
、

区
割
り
お
よ
び
校
名
が
随
時
変
更
さ
れ
て
い
っ
た
。 

そ
う
し
た
八
名
小
学
校
以
前
の
沿
革
に
つ
い
て
は
『
新
城
市
誌
(27)
』
に
詳
し
く
、

同
書
を
基
に
そ
の
変
遷
を
図
示
し
た
も
の
を
左
に
掲
げ
る
【
図
４
】
。 

│ │
清水野小学校 富岡小学校

│ │
八名村清水野国民学校 八名村富岡国民学校

│ │
富岡尋常高等小学校 M43.3

│ │ │
一鋤田尋常高等小学校 清水野分校 │

│ │ │
│ │ 八名村富岡小学校 M40.3
│ │ │

一鋤田尋常小学校 │ 富岡尋常小学校 M22.12
│ │ │

尋常小学校 富岡分校 尋常小学富岡学校 M20.3
│ │ │

一鋤田学校 第19番小学黒田学校 第18学区公立小学富岡学校 M15.11
│ │ │

第16学区公立小学 第53番小学黒田学校 第21番小学富岡学校 M12.10
│ │ │

一鋤田学校 半原学校黒田分校 第65・66番連区小学富岡学校 M8.3
│ │

第18番小学 第32番小学半原学校 M6.6 ← 半原分校
│ │

一鋤田学校 半原義校 M6
│ │

第62番小学 半原郷学校 M5.7
│

一鋤田学校
│

第61番小学
│

鋤田学校
│
分校

八名小学校 S37.4

清水野尋常高等小学校

【図４】新城市立八名小学校沿革略図 
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図
に
て
色
塗
り
を
し
た
学
校
が
旧
藩
校
資
料
に
確
認
で
き
る
二
つ
の
蔵
書
印
の

使
用
者
で
、「
第
二
大
学
区
第
九
番
中
学
区
内
第
三
十
二
番
小
学
半
原
学
校
」
印
は

明
治
六
年
六
月
に
洞
雲
寺
に
設
置
さ
れ
た
半
原
学
校
、「
愛
知
県
八
名
郡
富
岡
村
立

富
岡
尋
常
小
黌
」
印
が
明
治
二
十
二
年
に
尋
常
小
学
富
岡
学
校
か
ら
改
称
し
て
成

立
し
た
富
岡
尋
常
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
(28)
。 

学
制
が
立
ち
あ
が
っ
た
明
治
初
期
で
は
、「
小
学
読
本
」
な
ど
欧
米
の
書
物
を
翻

訳
し
た
も
の
や
既
存
の
一
般
図
書
か
ら
推
薦
さ
れ
た
も
の
が
教
科
書
と
し
て
使
用

さ
れ
た
一
方
、
小
学
校
に
先
駆
け
て
設
立
さ
れ
た
郷
学
校
で
は
、
寺
子
屋
や
藩
校

な
ど
で
用
い
ら
れ
た
漢
籍
資
料
も
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
(29)
さ
れ
、
ま
た
、

こ
の
地
域
で
は
そ
の
後
、
少
な
く
と
も
明
治
八
年
頃
ま
で
そ
れ
ら
が
継
続
し
て
使

用
さ
れ
て
い
た
状
況
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
(30)
。 

こ
の
こ
と
か
ら
み
て
、
明
治
六
年
に
開
校
し
た
半
原
学
校
に
あ
っ
て
も
一
時
期

な
が
ら
旧
藩
校
資
料
群
も
教
科
書
と
し
て
児
童
ら
の
学
習
に
供
さ
れ
て
い
た
可
能

性
は
高
く
(31)
、
現
存
す
る
旧
藩
校
資
料
の
多
く
に
半
原
学
校
の
所
蔵
印
が
捺
さ
れ

て
い
る
の
は
当
時
の
そ
う
し
た
状
況
の
証
左
と
も
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

そ
う
し
た
な
か
、
明
治
十
九
年
の
小
学
校
令
の
施
行
に
よ
り
検
定
教
科
書
制
度

が
開
始
さ
れ
、
小
学
校
の
教
科
書
は
文
部
省
の
検
定
を
経
た
も
の
の
み
が
府
県
で

採
択
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
(32)
。
そ
の
た
め
、
小
学
校
に
お
け
る
教
科
書
制
度
が

確
立
す
る
最
中
に
あ
っ
た
尋
常
小
学
校
富
岡
学
校
時
代
に
旧
藩
校
資
料
を
実
際
の

現
場
で
用
い
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
れ
で
も
学
校
（
富
岡
尋
常
小
学
校
）

の
蔵
書
印
を
押
印
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
時
代
が
移
り
使
用
さ
れ
な
く
な
っ

た
と
し
て
も
当
地
の
教
育
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
代
々
学
校
に

伝
わ
っ
て
き
た
貴
重
な
資
料
と
位
置
付
け
、
学
校
内
で
責
任
を
持
っ
て
管
理
保
管

す
る
旨
を
明
示
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

た
だ
、
両
蔵
書
印
と
も
に
押
印
さ
れ
た
冊
と
さ
れ
て
い
な
い
冊
が
生
じ
て
お
り
、

半
原
学
校
の
蔵
書
印
に
し
て
も
№
82
～
89
の
「
日
本
外
史
」
な
ど
一
具
で
あ
る
は

ず
の
も
の
で
も
巻
に
よ
り
押
印
の
有
無
が
存
在
し
て
お
り
、
全
体
で
見
て
も
現
存

す
る
旧
藩
校
資
料
の
六
割
強
へ
の
押
印
に
止
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
富
岡
尋
常
小
学

校
の
蔵
書
印
も
同
校
に
多
数
伝
来
・
保
管
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
旧
藩
校
蔵
書
の

な
か
か
ら
、
な
ぜ
「
標
記
増
補
十
八
史
略
」（
№
90
～
96
、
№
97
～
101
）
の
５
冊

に
絞
っ
て
押
印
を
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
現
状
明
確
に
は
し
え
な
い
。 

と
も
あ
れ
、
と
り
わ
け
半
原
学
校
の
蔵
書
印
に
つ
い
て
は
、
旧
藩
校
資
料
が
明

治
時
代
に
入
っ
て
も
当
時
の
学
校
現
場
に
お
い
て
利
活
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示

す
痕
跡
と
し
て
本
稿
で
は
位
置
づ
け
て
お
き
た
い
。 

さ
て
、
旧
藩
校
資
料
に
捺
さ
れ
た
学
校
の
蔵
書
印
を
中
心
に
扱
っ
て
き
た
が
、

関
連
し
て
八
名
小
学
校
に
保
管
さ
れ
る
旧
藩
校
資
料
以
外
の
典
籍
・
書
籍
類
に
も

裾
野
を
広
げ
、
そ
れ
ら
に
確
認
で
き
た
蔵
書
印
に
つ
い
て
も
こ
の
機
に
紹
介
し
て

お
こ
う
。 

調
査
の
過
程
で
は
、
半
原
学
校
、
富
岡
尋
常
小
学
校
の
蔵
書
印
以
外
に
は
次
に

掲
げ
た
７
種
類
が
み
ら
れ
、
都
合
全
９
種
類
の
蔵
書
印
を
確
認
し
う
る
。 

・
「
半
原
郷
黌
之
印
」 

・
「
第
二
大
学
区
内
第
九
番
中
学
区
第
三
十
二
番
小
学
半
原
学
校
印
」
(33) 

・
「
第
二
大
学
区
第
九
中
学
校
区
内

第
六
十
五
番
小
学

第
六
十
六
番
小
学

聯
区
富
岡
学
校
印
」 

・
「
愛
知
県
八
名
郡
二
十
一
番
小
学
富
岡
学
校
印
」 

・
「
八
名
郡
富
岡
学
校
蔵
書
」 

・
「
愛
知
県
三
河
国
八
名
郡
富
岡
学
校
」 

・
「
愛
知
県
八
名
郡
尋
常
小
学
富
岡
学
校
之
印
」 

（
学
校
成
立
順 

い
ず
れ
も
朱
文
印
） 
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【
八
名
小
学
校
保
管
典
籍
・
書
籍
蔵
書
印
一
覧
】 

※
縮
尺
は
一
定
で
は
な
い 

②
と
⑨
は
旧
藩
校
資
料
に
押
印
が
確
認
で
き
る
蔵
書
印 

「
富
岡
学
校
」
の
印
文
を
有
す
る
蔵
書
印
が
複
数
あ
り
、
い
ず
れ
の
時
期
の
も

の
か
特
定
し
難
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、【
図
４
】
新
城
市
立
八
名
小
学
校
沿
革
略
図

と
対
照
し
て
も
ら
え
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
半
原
郷
学
校
（
明
治
五
年

設
立
）
か
ら
富
岡
尋
常
小
学
校
（
明
治
二
十
年
設
立
）
ま
で
、
八
名
小
学
校
の
前

身
と
な
っ
た
二
つ
の
小
学
校
の
う
ち
の
富
岡
小
学
校
に
至
る
歴
代
学
校
の
用
印
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
(34)
。 

全
９
種
に
も
及
ぶ
蔵
書
印
の
う
ち
、
前
掲
の
と
お
り
旧
藩
校
資
料
に
捺
さ
れ
て

い
た
蔵
書
が
②
と
⑨
の
半
原
学
校
と
富
岡
尋
常
小
学
校
の
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
旧
藩
校
資
料
は
②
の
所
蔵
印
が
使
用
さ
れ
た
半
原

学
校
時
代
に
活
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

な
お
、
調
査
過
程
で
は
清
水
野
小
学
校
に
連
な
る
各
学
校
の
用
印
は
見
い
だ
せ

て
お
ら
ず
、
確
認
し
得
た
蔵
書
印
か
ら
は
、
八
名
小
学
校
保
管
の
典
籍
・
書
籍
の

蔵
書
群
が
富
岡
小
学
校
系
列
の
歴
代
学
校
で
使
用
な
ら
び
に
保
管
さ
れ
て
き
た
資

料
を
基
盤
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。 

 

結
び
に
代
え
て 

本
稿
で
は
、
埼
玉
県
に
お
け
る
岡
部
藩
研
究
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
概
要
が
知
ら

れ
る
に
止
ま
っ
て
き
た
、
新
城
市
立
八
名
小
学
校
に
て
保
管
さ
れ
る
旧
岡
部
（
半

原
）
藩
藩
校
資
料
に
つ
い
て
調
査
な
ら
び
に
紹
介
を
行
っ
た
。 

概
ね
こ
れ
ま
で
に
紹
介
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
相
違
は
な
く
、
旧
藩
校
資
料

蔵
書
類
の
中
身
に
つ
い
て
は
四
書
五
経
ら
漢
籍
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
岡

部
（
半
原
）
藩
藩
校
に
お
け
る
教
育
が
儒
学
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
結

論
に
変
わ
り
は
な
い
。
ま
た
、
蔵
書
群
に
は
手
跡
等
活
用
の
跡
が
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
た
め
、
往
時
に
お
け
る
藩
士
教
育
の
様
相
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か

に
ま
で
踏
み
込
め
な
か
っ
た
が
、
本
稿
で
明
ら
か
と
し
た
蔵
書
群
の
全
容
が
岡
部

⑦八名郡富岡学校蔵書 

⑥愛知県三河国八名郡富岡学校 ③第二大学区内第九番中学区 

第三十二番小学半原学校印 
⑨愛知県八名郡富岡村立 

富岡尋常小黌 

②第二大学区第九番中学区内 

第三十二番小学半原学校 
⑤愛知県八名郡二十一番 

小学富岡学校印 

④第二大学区第九中学校区内
第六十五番小学

第六十六番小学聯区富岡学校印 

①半原郷黌之印 

⑧愛知県八名郡尋常小学 

富岡学校之印 
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（
半
原
）
藩
研
究
の
基
礎
的
史
料
と
し
て
今
後
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。 

こ
の
ほ
か
、
何
分
詳
ら
か
に
し
え
た
部
分
が
少
な
か
っ
た
一
方
で
、
今
回
の
調

査
で
は
半
原
の
地
に
お
け
る
半
原
藩
校
「
学
聚
館
」
な
ら
び
に
そ
の
蔵
書
群
が
地

元
教
育
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

戦
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
八
名
郡
誌
』
に
お
け
る
「
学
聚
館
」
の
評
価
で
は
、
本

拠
移
転
か
ら
程
な
く
し
て
廃
藩
に
よ
り
廃
校
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
地
元
に
裨
益
す

る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
と
の
厳
し
い
評
価
(35)
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
調

査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
は
蔵
書
に
捺
さ
れ
た
半
原
学
校
の
蔵
書
印
を
は
じ
め
、
そ

の
蔵
書
群
が
短
い
期
間
で
は
あ
る
も
の
の
当
地
で
活
用
さ
れ
て
い
た
様
相
が
窺
え

た
。 本

文
中
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
旧
藩
校
資
料
を
含
め
八
名
小
学
校
保
管
の
蔵

書
群
に
は
、
調
査
カ
ー
ド
と
と
も
に
、
学
校
名
や
資
料
名
な
ど
が
記
さ
れ
た
簡
単

な
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
つ
い
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
本
稿
で
も

度
々
参
照
し
た
『
新
城
地
方
教
育
百
年
史
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
終
え
る

こ
と
と
し
た
い
。 

同
著
は
、
明
治
五
年
の
学
制
発
布
か
ら
百
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
編
さ

ん
さ
れ
た
も
の
で
、
編
さ
ん
に
あ
た
り
編
集
委
員
に
よ
っ
て
地
元
各
学
校
が
所
蔵

す
る
学
校
所
蔵
資
料
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
現
在
八
名
小
学
校
に
残
る

調
査
カ
ー
ド
の
最
上
部
に
み
え
る
「
教
育
百
年
史
資
料
調
査
カ
ー
ド
」
の
タ
イ
ト

ル
が
示
す
通
り
、
こ
れ
ら
の
カ
ー
ド
は
同
著
の
編
さ
ん
時
の
調
査
に
際
し
て
作
製

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
(36)
。
ま
た
、
刊
行
と
合
わ
せ
て
各
種
記
念
事
業
も
催
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
一
つ
に
資
料
展
「
目
で
見
る
教
育
１
０
０
年
」
が
新
城
中
学
校
講

堂
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
て
い
る
(37)
。
具
体
的
に
何
が
展
示
さ
れ
た
の
か
ま
で
は
不

分
明
だ
が
、
八
名
小
学
校
の
蔵
書
資
料
内
に
時
折
み
ら
れ
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
恐

ら
く
こ
の
時
の
展
示
へ
の
出
品
に
合
わ
せ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。 

旧
藩
校
資
料
の
中
に
も
こ
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
属
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、

半
原
で
わ
ず
か
に
数
年
し
か
活
動
で
き
な
か
っ
た
「
学
聚
館
」
も
ま
た
当
地
に
お

け
る
教
育
の
様
相
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
展
示
に
供
さ
れ
て
い
た
。 

旧
半
原
藩
校
が
直
接
的
に
果
た
し
た
役
割
は
確
か
に
些
少
な
も
の
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
後
の
展
開
も
含
め
て
捉
え
た
時
、
当
地
教
育
に
お
け
る

旧
藩
校
資
料
の
も
つ
意
義
に
つ
い
て
は
よ
り
俯
瞰
的
な
視
点
か
ら
検
討
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。 

今
回
の
調
査
で
は
単
身
計
２
日
間
と
い
う
極
短
期
間
で
の
実
施
と
な
っ
た
た
め
、

八
名
小
学
校
保
管
の
蔵
書
群
の
う
ち
近
代
教
科
書
群
を
含
め
た
子
細
に
ま
で
は
及

ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
、
改
め
て
そ
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ

と
が
切
に
望
ま
れ
る
。 

 【
謝
辞
】 

 

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
八
名
小
学
校
保
管
の
蔵
書
群
の
調
査
を
巡
っ
て
、
八

名
小
学
校
校
長 

河
部 

拓 

様
、
同
校
教
頭
（
当
時
） 

林 

祐
子 

様
か
ら
格
段
の

御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
深
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
迎
え
入

れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
同
校
の
皆
様
に
も
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
【
付
記
】 

本
研
究
はJSPS 

科
研
費
奨
励
研
究
（
課
題
番
号 22H

04011

）
の
助
成
を
受

け
て
行
っ
た
も
の
で
す
。 
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註 
 

(1)
拙
稿
「
文
書
館
資
料
に
み
る
岡
部
藩
主
安
部
家
の
文
化
交
流
の
一
断
面
―
長
島
藩
・

空
々
琴
社
と
の
交
流
」
（
『
文
書
館
紀
要
』
三
十
三
号 

埼
玉
県
立
文
書
館
、
二
〇
二

〇
年
）
、
「
岡
部
藩
主
安
部
家
と
異
国
文
化
を
巡
っ
て
」
（
同
三
十
四
号
、
二
〇
二
一

年
）
参
照
。 

(2)
『
埼
玉
県
教
育
史
』
第
２
巻
（
埼
玉
県
教
育
委
員
会
、
一
九
六
九
年
）
、
『
新
城
市

誌
』
歴
史
篇
・
現
状
篇
（
新
城
市
誌
編
集
委
員
会
、
一
九
八
七
年
）
等
に
よ
り
紹
介
さ

れ
る
。
『
埼
玉
県
教
育
史
』
口
絵
で
八
名
小
学
校
所
蔵
の
「
文
選
正
文
」
に
捺
さ
れ
た

「
就
将
館
蔵
書
印
」
が
掲
載
さ
れ
る
。 

(3)
諸
説
あ
る
が
、
『
埼
玉
近
世
史
話
』
（
埼
玉
近
代
史
研
究
会
、
一
九
七
八
年
）
で
は

二
五
二
校
と
す
る
。 

(4)
県
内
諸
藩
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
大
村
進
「
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
藩
学
の
近
代
化

に
つ
い
て
―
埼
玉
県
内
諸
藩
の
場
合
―
」
（
『
信
濃
』
二
六
五
号 

信
濃
史
学
会
、
一

九
七
二
年
）
、
『
新
編
埼
玉
県
史
』
通
史
編
４
近
世
２
（
一
九
八
九
年
）
、
大
石
学
編

『
近
世
藩
制
藩
校
大
事
典
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。 

(5)
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
講
堂
建
設
。
運
営
に
当
た
っ
て
は
文
政
九
年
に
藩
儒
と

し
て
招
か
れ
た
芳
川
波
山
（
一
七
九
四
―
一
八
四
六
）
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
図
録
『
忍
藩
士
の
文
化
』
（
行
田
市
郷
土
博
物
館
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。 

(6)
『
日
本
教
育
史
資
料
』
第
一
冊
巻
三
「
東
山
道
」
旧
半
原
藩
（
文
部
省
総
務
局
、
一

八
九
〇
年
）
、
同 

第
四
冊
巻
十
「
尾
参
両
国
旧
各
藩 

愛
知
県
取
調
」
半
原
藩
学
校

創
立
云
々
、
な
ら
び
に
巻
十
一
「
学
士
小
伝
」
旧
半
原
藩
秦
貞
八
（
文
部
省
総
務
局
、

一
八
九
一
年
）
参
照
。 

(7)
前
註
２
参
照
。 

(8)
こ
の
ほ
か
、
埼
玉
県
（
岡
部
）
側
で
は
前
註
４
で
掲
げ
た
『
新
編
埼
玉
県
史
』
通
史

編
４
近
世
２
が
あ
る
。
加
え
て
愛
知
県
（
半
原
）
側
で
は
、
『
八
名
郡
誌
』
（
国
書
刊

行
会
、
一
九
八
七
年 

※
原
著
は
一
九
二
六
年
刊
行
）
の
ほ
か
、
前
註
２
『
新
城
市

誌
』
が
あ
る
。
ま
た
、
本
文
中
で
も
紹
介
す
る
『
新
城
地
方
教
育
百
年
史
』
（
新
城
地

方
教
育
事
務
協
議
会
、
一
九
七
四
年
）
も
詳
し
い
。
愛
知
県
側
資
料
で
は
半
原
に
移
っ

て
か
ら
の
「
学
聚
館
」
の
動
向
を
中
心
に
記
す
。 

(9)
秦
貞
八
の
事
績
に
つ
い
て
は
前
註
６
『
日
本
教
育
史
資
料
』
第
四
冊
の
「
学
士
小
伝
」
、

『
埼
玉
県
教
育
史
』
が
詳
し
い
。
こ
の
ほ
か
、
岡
部
陣
屋
に
て
藩
士
教
育
に
従
事
し
た

と
み
ら
れ
る
人
物
に
岩
井
慎
（
号
松
嶺
、
通
称
又
兵
衛
・
又
助
）
が
い
る
。 

(10)
前
註
６
『
日
本
教
育
史
資
料
』
第
四
冊
巻
十
「
尾
参
両
国
旧
各
藩 

愛
知
県
取
調
」

半
原
藩
学
校
創
立
云
々 

参
照
。
な
お
、
安
永
年
間
の
藩
主
は
安
部
信
亨
の
父
信
允
。 

(11)
全
文
は
、
鈴
木
宇
良
安
「
半
原
藩
の
教
育
と
其
事
蹟
」
（
『
愛
知
教
育
』
第
五
五
七

号
（
『
尾
三
文
化
史
談
』
第
六
輯 

愛
知
県
教
育
会
、
一
九
三
四
年
）
）
が
掲
載
す
る
。

明
治
十
八
年
三
月
に
旧
半
原
藩
士
鈴
木
伝
が
第
七
組
戸
長
中
島
隆
屋
に
対
し
て
提
出

し
た
も
の
で
、
同
文
書
で
は
、
天
明
五
年
に
信
允
に
よ
り
就
将
館
開
校
、
文
化
八
年
の

信
操
時
代
を
「
学
事
進
歩
大
」
（
儒
者
：
秦
貞
八
、
岩
井
又
兵
衛
）
と
し
、
天
保
十
三

年
の
信
古
時
代
は
「
学
事
衰
微
」
（
儒
者
：
宮
原
成
太
）
と
述
べ
た
の
ち
、
時
代
信
宝

か
ら
信
発
時
代
に
つ
い
て
「
学
事
稍
進
歩
に
至
れ
り
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
。 

(12)
大
石
学
編
『
近
世
藩
制
藩
校
大
事
典
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
等
も
こ
の

説
を
踏
襲
す
る
。 

(13)
埼
玉
県
立
文
書
館
収
蔵
「
池
田
氏
収
集
岡
部
藩
安
部
家
文
書
」
№
１
～
１
０
。
「
藩

中
家
譜
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
岡
部
藩
家
老
菊
池
家
と
菊
池
武
昭
に
つ
い
て

―
「
藩
中
家
譜
」
の
事
績
書
上
げ
に
着
目
し
て
―
」
（
『
文
書
館
紀
要
』
第
３
６
号 

埼
玉
県
立
文
書
館
、
二
〇
二
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

(14)
井
上
の
岡
部
藩
内
で
の
待
遇
は
、
一
貫
し
て
「
御
近
習
格
・
御
儒
者
」
で
高
十
人
扶

持
と
な
っ
て
い
る
。 

(15)
前
註
６
『
日
本
教
育
資
料
』
第
一
冊
巻
三
「
東
山
道
」
旧
半
原
藩
で
は
「
平
民
ノ
子

弟
教
育
方
法 

農
民
等
ノ
子
弟
ト
雖
モ
就
学
志
願
ノ
者
ヲ
ハ
藩
立
学
校
へ
入
学
ス
ス

ル
コ
ト
ヲ
許
可
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
あ
る
。 

(16)
前
註
６
『
日
本
教
育
史
資
料
』
第
一
冊
巻
三
「
東
山
道
」
旧
半
原
藩
参
照
。 

(17)
特
に
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
「
学
聚
館
」
の
教
育
方
針
に
つ
い
て
は
、
学
館
総

裁
と
な
っ
た
宮
原
成
太
の
記
し
た
「
七
月
晦
着
神
祇
官
御
下
問
及
見
込
書
」
と
す
る

長
文
の
手
控
え
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
儒
学
教
育
を
通
し
て
藩
中
の
貴
賤
上

下
老
少
に
至
る
ま
で
新
政
府
の
標
榜
す
る
政
教
一
致
の
趣
旨
を
徹
底
し
、
天
下
一
心

に
帰
す
る
こ
と
が
最
良
と
さ
れ
て
い
る
（
『
新
城
地
方
教
育
百
年
史
』
新
城
地
方
教
育
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事
務
協
議
会
、
一
九
七
四
年
）
。
な
お
、
同
見
込
書
全
文
は
、
前
註
１
１
の
鈴
木
氏
論

考
に
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
氏
は
見
込
書
の
記
さ
れ
た
時
期
を
明
治
三
年
と
推

測
す
る
。 

(18)
新
城
地
方
教
育
事
務
協
議
会
、
一
九
七
四
年 

(19)
前
註
１
８
『
新
城
地
方
教
育
百
年
史
』
で
は
八
名
小
学
校
保
管
の
教
科
書
類
と
し
て
、

「
小
学
読
本
」
を
は
じ
め
「
単
語
篇
」
「
小
学
修
身
訓
」
「
世
界
国
尽
」
「
万
国
地
誌

略
」
「
小
学
算
術
書
」
「
日
本
略
史
」
な
ど
計
五
十
一
種
類
の
多
岐
に
渡
る
資
料
を
掲

げ
て
い
る
。 

(20)
蔵
書
群
全
冊
を
完
全
に
整
理
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
概
数
に
留
め
て
お
く
。 

近
代
の
学
校
教
科
書
類
・
旧
藩
校
資
料
以
外
に
も
表
紙
・
裏
表
紙
に
「
鳳
林
寺
」

「
法
花
院
」「
鳳
峰
法
花
院
求
之
」
な
ど
の
墨
書
が
記
さ
れ
た
典
籍
が
確
認
さ
れ
た
。

墨
書
に
み
え
る
寺
号
は
、
八
名
小
学
校
と
同
じ
新
城
市
内
に
所
在
す
る
古
刹
煙
巌
山

鳳
来
寺
の
僧
房
の
一
つ
で
あ
っ
た
法
華
院
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
八
名
小
学
校

で
同
院
が
所
持
し
て
い
た
典
籍
類
を
保
管
す
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
、
時
期
と
も
不

明
で
あ
る
が
、
法
華
院
は
明
治
八
年
に
鳳
来
寺
を
含
め
一
帯
全
て
を
灰
燼
に
帰
し
た

大
火
で
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
よ
り
以
前
、
恐
ら
く
は
明
治
に
入
っ
て
寺

領
経
営
に
支
障
を
き
た
す
な
か
で
、
当
時
地
元
に
設
立
が
進
め
ら
れ
た
郷
学
校
等
で

の
活
用
を
企
図
し
て
受
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
（
参
考
：
『
鳳
来
寺
山
の
歴

史 

寺
と
戦
国
武
将
』
長
篠
戦
史
資
料
編
７ 

鳳
来
町
立
長
篠
城
趾
史
跡
保
存
館
、

一
九
八
三
年
） 

(21)
「
学
校
」
は
蔵
書
の
所
蔵
先
が
学
校
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
か
、
八
名
小
学
校
蔵

書
で
は
こ
れ
以
外
の
表
記
は
見
当
た
ら
な
い
。
貼
紙
に
は
枠
線
が
引
か
れ
て
お
り
、

類
似
の
形
式
で
「
い
ろ
は
」
分
類
、
「
学
校
」
、
「
第
何
号
」
が
記
さ
れ
た
タ
イ
プ
の

も
の
も
あ
る
。 

(22)
朱
墨
に
先
駆
け
、
一
部
に
墨
書
で
番
号
が
附
さ
れ
た
も
の
も
存
在
す
る
。
蔵
書
群
内

に
残
る
明
治
二
十
年
に
発
行
さ
れ
た
「
尋
常
小
学
作
文
書
」
「
尋
常
小
学
珠
算
全
書
」

「
小
学
理
科
書
」
の
三
種
の
教
科
書
の
表
紙
に
は
墨
書
で
そ
れ
ぞ
れ
「
乙
第
一
号
」

「
乙
第
十
九
号
」
「
乙
第
十
三
号
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
朱
墨
に
よ
り
「
改
第

十
二
号
」「
改
第
十
九
号
」「
第
二
十
二
号
」
と
す
る
分
類
番
号
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

「
改
」
字
か
ら
、
墨
書
の
乙
番
号
か
ら
改
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
当
初
の
墨
書
が
何
に
基
づ
い
た
番
号
だ
っ
た
か
は
不
明
。 

(23)
タ
テ
五
・
四
ｃ
ｍ
×
ヨ
コ
三
・
八
ｃ
ｍ
。
本
印
は
、
現
在
埼
玉
県
立
文
書
館
が
収
蔵

す
る
「
安
部
家
（
岡
部
藩
主
）
文
書
」
№
２
０
９
「
印
譜 

全
」
に
所
収
さ
れ
る
「
就

将
館
」
印
と
相
違
な
い
。
こ
れ
ま
で
殆
ど
研
究
の
俎
上
に
あ
が
る
こ
と
が
な
か
っ
た

同
印
譜
で
あ
る
が
、
「
就
将
館
」
印
の
ほ
か
に
信
允
以
後
の
歴
代
藩
主
の
用
印
が
収
め

ら
れ
て
お
り
岡
部
藩
主
の
文
事
を
語
る
う
え
で
希
少
な
存
在
で
あ
る
。
同
印
譜
に
つ

い
て
は
別
稿
に
て
改
め
て
紹
介
し
た
い
。 

(24)
書
き
込
み
以
外
で
あ
れ
ば
、
本
文
中
に
小
さ
く
ち
ぎ
ら
れ
た
桃
色
の
押
紙
が
複
数
あ

る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
は
旧
藩
校
資
料
以
外
の
近
代
教
科
書
類
に
も
み
ら
れ
る
た
め
、
近

世
当
時
か
近
代
に
入
っ
て
一
時
活
用
さ
れ
て
い
た
時
の
も
の
な
の
か
判
断
が
つ
け
ら

れ
な
い
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
は
紹
介
に
留
め
て
お
く
。 

(25)
下
段
の
冊
番
号
は
、
途
中
に
欠
本
が
あ
っ
て
も
連
番
が
振
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
整
理
時
に
現
存
し
て
い
た
冊
数
に
合
わ
せ
て
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
が
な
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

(26)
岡
部
藩
初
代
藩
主
安
部
信
盛
（
一
五
八
四
―
一
六
七
四
）
に
よ
り
創
建
。
岡
部
藩
で

家
老
を
務
め
た
菊
池
家
を
は
じ
め
、
岡
部
（
半
原
）
藩
士
の
墓
所
が
あ
る
。 

(27)
前
註
８
『
八
名
郡
誌
』
も
あ
わ
せ
て
参
照
。 

(28)
富
岡
村
は
明
治
八
年
に
半
原
村
と
下
宇
利
村
が
合
併
し
て
成
立
。
明
治
三
十
九
年
ま

で
存
続
し
た
。 

(29)
前
註
８
『
八
名
郡
誌
』
が
そ
の
頃
の
状
況
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  

此
の
頃
の
教
科
書
は
儒
者
の
塾
の
真
似
こ
と
で
習
字
は
所
謂
唐
様
で
片
仮
名
か
ら

始
め
楷
書
文
字
を
教
へ
た
。
読
本
は
三
字
経
孝
経
四
書
国
史
略
日
本
外
史
文
章
軌

範
の
や
う
な
も
の
を
や
つ
た
。 

(30)
前
註
１
８
『
新
城
地
方
教
育
百
年
史
』
で
は
、
学
制
の
も
と
で
「
小
学
読
本
」「
地
理

初
歩
」「
日
本
誌
略
」
等
の
教
科
書
が
使
用
さ
れ
た
ほ
か
に
、
当
時
は
「
教
員
の
学
習

経
験
や
郷
学
校
以
来
の
蔵
書
な
ど
に
よ
っ
て
様
々
な
書
物
が
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ

る
」
と
す
る
。
実
際
、
八
名
小
学
校
保
管
の
蔵
書
の
う
ち
、「
小
学
算
術
書
」
三
の
裏

見
返
に
は
「
半
原
郷
学
」
印
に
続
け
て
朱
筆
に
て
「
第
十
四
大
区
九
中
学
三
十
二
番
半
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原
小
学
校
」
と
追
記
す
る
も
の
が
あ
り
、
郷
学
校
時
代
の
テ
キ
ス
ト
が
引
き
続
き
使

用
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 
 

 

 

(31)
前
註
２
４
で
挙
げ
た
桃
色
の
紙
片
が
そ
の
痕
跡
を
示
す
一
つ
で
あ
ろ
う
か
。 

「
標
註
十
八
史
略
読
本
」
（
明
治
十
五
年
校
正
第
三
刻
） 

 

※
貼
ら
れ
た
紙
片
の
元
と
な
っ
た
大
紙
片
も
冊
中
に
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
標
記
増
補
十
八
史
略
」
二
（
元
治
元
年
四
刻 

旧
藩
校
蔵
書
№
91
） 

 

※
本
文
中
の
紙
片
貼
紙
と
注
記  

「
再
刻
春
秋
左
氏
伝
校
本
」
五
・
六
（
嘉
永
三
年
再
刻 

旧
藩
校
蔵
書
№
58
） 

 

※
冊
内
に
残
さ
れ
た
大
紙
片 

  (32)
実
際
は
そ
れ
以
前
か
ら
教
科
書
の
制
度
化
は
進
め
ら
れ
て
お
り
、
明
治
十
四
年
に
は

府
県
が
文
部
省
に
届
け
出
る
開
申
制
度
が
と
ら
れ
、
同
十
六
年
に
は
文
部
省
か
ら
の

事
前
の
認
可
を
要
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

(33)
旧
藩
校
資
料
に
押
さ
れ
て
い
た
印
「
第
二
大
学
区
第
九
番
中
学
区
内
第
三
十
二
番
小

学
半
原
学
校
」
と
で
は
「
内
」
「
印
」
の
有
無
な
ど
の
差
異
が
み
え
る
。
第
三
十
二
番

小
学
半
原
学
校
で
は
、
微
妙
に
異
な
る
二
種
類
の
印
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
と
み
ら

れ
る
。 

(34)
各
印
の
大
き
さ
は
以
下
の
と
お
り
（
タ
テ
×
ヨ
コ
） 

①
３
・
７
×
４
・
１
㎝ 

 

②
５
・
０
×
４
・
８
㎝ 

③
３
・
７
×
３
・
７
㎝ 

 

④
５
・
０
×
５
・
０
㎝ 

⑤
４
・
２
×
４
・
２
㎝ 

 

⑥
３
・
６
×
３
・
６
㎝ 

⑦
３
・
５
×
３
・
５
㎝ 

 

⑧
５
・
０
×
５
・
０
㎝ 

⑨
４
・
６
×
４
・
６
㎝ 

(35)
前
註
８
『
八
名
郡
誌
』
で
は
「
家
臣
の
子
弟
の
教
養
に
止
り
百
姓
の
子
弟
を
収
容
せ

ず
幾
く
も
な
く
廃
藩
と
共
に
つ
ぶ
れ
た
こ
と
故
郡
教
育
の
上
に
は
全
く
影
響
が
な
か

つ
た
」
と
し
、
「
学
聚
館
」
出
身
者
が
そ
の
後
小
学
校
教
員
と
な
っ
て
当
地
に
お
け
る

教
育
に
寄
与
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
「
功
績
」
と
評
価
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
前

註
１
８
『
新
城
地
方
教
育
百
年
史
』
に
つ
い
て
も
同
様
の
観
点
に
着
目
し
、
「
半
原
藩

校
学
聚
館
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
」
と
の
評
価
を
下
し
て
い
る
。 
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(36)
前
註
１
８
『
新
城
地
方
教
育
百
年
史
』
に
よ
れ
ば
原
稿
作
成
に
あ
た
り
、
「
各
学
校

に
依
頼
し
て
、
学
校
所
蔵
資
料
の
一
覧
表
と
一
資
料
ご
と
の
カ
ー
ド
を
作
製
し
て
も

ら
い
、
こ
れ
を
新
城
市
教
委
に
保
存
し
て
、
調
査
の
基
礎
資
料
と
し
た
。
」
と
あ
る
。 

(37)
前
註
１
８
『
新
城
地
方
教
育
百
年
史
』
参
照
。 

 
 

               


